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＜連絡事項＞

・特になし。
＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～環境療養調整のため東B→西Bユニットへ移動となる。

・若松　千代司様～環境療養調整のため、東A→西Bユニットへ移動となる。

・中川原　義雄様～3/11家族が面会に来るが、スタッフ付き添い希望あり。

・高橋　ミツ様～排便-5日の為、GE60ml1本処方となり実施。

・嶋守　京子様～排便-6日の為、GE60ml1本処方となり実施。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。開放観察実施。女性スタッフの名前を頻会に呼んでいる。「世の中が滅びるから助けなきゃいけない。」と妄想発言聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行い、現実検討促すよう対面看護行っていく。
・池野　功一様～身体拘束中。内服時むせ込みあり、午後より体温38.3℃で経過。

マスクはずし頻会にあり介入要している。引き続き、身体管理と精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するよう看護ケア行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。食事は介助にて拒否なく全量摂取。引き続き、認知症状の観察とADL低下を防止するようケアを継続していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・新町　徳雄様～本日より食事開始となり、むせ込み無く2/3程摂取できている。

引き続き、身体管理と肺炎防止するよう看護ケアを行っていく。

・小舘　アツ子様～日中の体温上昇無し。食事は自力にて1/5～1/2程摂取している。

嘔気の訴え聞かれているが嘔吐なし。引き続き、身体症状・精神症状の観察を行っていく。

・櫻井　幸輔様～昨日、血糖値408mg/dlまで上昇し本日よりBS3検再開・脱水に注意するよう指示有り。本日は血糖値171mg/dlと安定している。

引き続き、高血糖症状に注意するようにしていく。

＜深澤Dr診察＞

・小舘　アツ子様～食事摂取量が少ない事から、点滴1本1日分処方となる。

・阿部　わかえ様～臨時薬、一部内容変更となり４日分処方。次回より定期となる。

また、プログラム導入するよう検討していく。

・池野　功一様～フロセミド(20)1A追加となり、5日分点滴処方となる。

・坂上　忠三郎様～BS３検→2検(朝・夕)に変更となる。

・坂本　俊明様～レボフロキサシン・カロナール5日分追加処方となる。

また、水分摂取を促していくよう指示あり。

＜新入院患者様情報＞

　　氏名：小泉　喜作 様

生年月日：昭和24年1月14日　68歳

　主病名：アルコール性認知症

　　病棟：東病棟Bユニット

入院形態：医療保護

　担当医：伊藤Dr

（入院に至った経過）

　当院1回の入院歴あり（Ｈ28.6.28～Ｈ28.11.22）

平成28年11月22日病状安定し当院退院後は有料老人ホーム「いなほ荘」へ入居。通院は春日井内科へ転院し通院・服薬を継続していた。入居当時は病状は安定していたが、他利用者（利用者年齢層などの違い）との交流はなく、自室で篭って生活することが多く、娘様が定期的に外出へ付き添い行っていた。

　平成29年2月に入り配膳時に内服薬をトレーに置き自身で服用していたが服用しないことがあったり、目つきが鋭くなり、往診の際に付き添いの看護師が声かけした際には「うるせー」などと大声を出すことや、不機嫌さが見られていた。2月26日施設職員が本人へ声かけした際には粗暴的となりスタッフに対し首を後ろから締め付ける行為があり、他利用者も怯える状態となっていた。施設対応困難の為、当院への受診及び入院希望の相談があり、平成29年3月8日14：15　東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。

（備考）

・カードなし

・家族洗濯

